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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

※
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
と
は
、
医
科
・
歯
科
両
協
会
が
協
同
組
合
会
館
５
Ｆ

に
共
同
で
建
て
た
ホ
ー
ル
の
名
で
す
。

日
時　

５
月
22
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

場
所　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

柿
本
和
俊
氏
（
大
阪
歯
科
大
学
高
齢
者
歯
科
学
講
座

講
師
）　　

会
費　

会
員
無
料

「
半
調
節
性
咬
合
器
の
使
用
法
」

南
河
内
地
区
講
習
会

日
時　

６
月
13
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）　

講
師　

申
偉
秀
氏
（
東
京
保
険
医
協
会
理
事
）

会
費　

会
員
３
千
円
、未
入
会
者
１
万
円　

定
員　

１
０
０
人

※ 

会
費
に
は
、
３
６
０
０
円
の
テ
キ
ス
ト
代
含
む

「
全
身
疾
患
を
持
つ
患
者
の
歯
科
臨
床
Ｑ
＆
Ａ―

医

科
歯
科
連
携
の
実
践
」

６
月
度
生
涯
研
修

憲法特集

９
条
生
か
す

政
治
と
社
会
を

日
時　

６
月
12
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）　

定
員　

１
０
０
人　
　

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

内
容　

初
・
再
診
料
、
医
学
管
理
料
、
訪
問
診
療

※ 

『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
（
２
０
１
０
年
４
月
版
）』、『
２

０
１
０
年
改
定
の
要
点
と
解
説
』
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

（
第
２
回
は
７
月
17
日
、
第
３
回
は
９
月
18
日
）

第
１
回
社
保
講
習
会

日
時　

６
月
６
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

桂
好
志
郎
氏
（
協
会
顧
問
社
労
士
）

会
費　

会
員
・
家
族
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

「〝
で
き
る
〞ス
タ
ッ
フ
を
育
て
る
大
切
な
第
一
歩―

―

新
規
雇
い
入
れ
時
の
ポ
イ
ン
ト
」

雇
用
管
理
講
習
会

　

サ
イ
レ
ン
サ
ー
は
開
口
許

容
型
と
上
下
顎
一
体
型
の
２

種
に
分
け
ら
れ
る
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
特
徴
を
表
に
し
て
み

た
（
表
１
）。

　

開
口
許
容
型
は
作
成
す
る

手
順
が
や
や
煩
雑
で
あ
る

が
、
実
際
に
装
着
す
る
と
一

体
型
に
比
べ
て
快
適
度
が
高

い
。
や
は
り
下
顎
を
少
し
動

か
せ
る
と
い
う
の
は
心
理
的

に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
一

体
型
で
は
ハ
ー
ド
タ
イ
プ
の

プ
レ
ー
ト
を
使
用
す
る
と
自

由
度
が
全
く
な
い
た
め
、
た

い
て
い
は
睡
眠
中
に
は
ず
れ

て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
そ

の
た
め
、
一
体
型
で
は
歯
列

側
は
ソ
フ
ト
、
咬
合
側
は
ハ

ー
ド
を
使
用
す
る
の
が
良
い

と
考
え
ら
れ
る
（
咬
合
側
が

ソ
フ
ト
で
は
即
時
重
合
レ
ジ

ン
で
上
下
を
固
定
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
）。

　

開
口
許
容
型
・
一
体
型
は

と
も
に
、
治
療
日
程
は
同
じ

で
、
４
日
を
必
要
と
す
る

（
表
２
）。
も
ち
ろ
ん
サ
イ
レ

ン
サ
ー
印
象
前
に
安
定
し
た
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咬
合
を
得
る
た
め
の
前
処
置

が
必
要
な
場
合
も
あ
る
。
そ

の
た
め
、
装
置
を
永
く
使
用

し
て
も
ら
う
た
め
に
十
分
な

問
診
、
診
査
及
び
説
明
が
必

要
で
あ
る
。

　

寝
つ
き
の
悪
い
方
や
寝
相

の
悪
い
方
は
装
置
を
使
い
始

め
た
と
き
に
う
ま
く
い
か
な

い
場
合
も
あ
る
の
で
、
事
前

に
患
者
と
よ
く
相
談
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。
睡
眠
中

の
歯
軋
り
は
サ
イ
レ
ン
サ
ー

に
と
っ
て
良
く
な
い
癖
で
あ

る
。
そ
の
他
に
も
口
腔
癖
に

つ
い
て
は
十
分
に
聞
き
取
る

必
要
が
あ
る
。
狭
窄
し
た
歯

列
弓
や
巨
大
舌
も
サ
イ
レ
ン

サ
ー
装
着
の
障
害
に
な
る
こ

と
も
あ
る
。

　

下
顎
を
固
定
す
る
位
置

は
、
前
方
移
動
量
が
些
少
す

ぎ
て
は
効
果
が
期
待
で
き

ず
、
あ
ま
り
に
前
方
位
で
あ

れ
ば
外
側
翼
突
筋
や
舌
骨
上

筋
群
に
違
和
感
を
生
じ
る
た

め
就
寝
時
の
ス
ト
レ
ス
と
な

り
、
睡
眠
導
入
の
障
害
や
睡

眠
中
に
装
置
を
は
ず
し
て
し

ま
う
原
因
と
な
る
。
そ
の
た

め
、
実
際
に
患
者
を
仰
臥
位

に
し
て
下
顎
を
前
方
に
誘
導

し
、
鼻
を
鳴
ら
す
感
じ
で
息

を
し
て
も
ら
っ
て
い
び
き
音

が
消
え
る
顎
位
を
切
歯
の
咬

合
状
態
で
確
認
す
る
の
が
良

い
で
あ
ろ
う
。

 
（
つ
づ
く
）

法
解
釈
を
帳
消
し
に
し
て
、

例
え
ば
「
国
連
安
保
理
決
議

に
基
づ
く
自
衛
隊
海
外
派
兵

や
武
力
行
使
は
合
憲
」
と
い

改
憲
の
動
き
を
止
め
た
。
当

時
と
似
た
状
況
が
07
年
に
生

ま
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の

後
、
政
治
の
場
で
明
文
改
憲

を
口
に
で
き
な
い
状
況
が
つ

く
ら
れ
、
09
年
総
選
挙
で
は

ど
の
党
も
改
憲
を
明
確
に
は

打
ち
出
せ
な
か
っ
た
。

解
釈
改
憲
進
め
る

国
会
改
革
の
危
険

　

改
憲
に
は
明
文
改
憲
と
解

釈
改
憲
が
あ
る
。
50
年
代
の

自
民
党
に
よ
る
明
文
改
憲
の

と
ん
挫
や
60
年
安
保
の
後
、

歴
代
自
民
党
政
権
は
解
釈
改

憲
路
線
を
と
っ
て
き
た
。

　

鳩
山
政
権
が
い
ま
進
め
よ

う
と
し
て
い
る
国
会
改
革
の

な
か
に
、
内
閣
法
制
局
長
官

を
国
会
答
弁
に
立
た
せ
な
い

と
い
う
内
容
が
含
ま
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
歴
代
内
閣
の
憲

　

改
憲
手
続
き
法
が
５
月
18

日
に
施
行
さ
れ
る
。
成
立
か

ら
３
年
か
け
て
国
民
に
周
知

し
、
関
係
法
律
を
整
備
す
る

は
ず
だ
っ
た
が
、
世
論
と
運

動
が
そ
れ
を
さ
せ
な
か
っ

た
。
施
行
期
日
を
迎
え
て
も

関
係
法
律
の
整
備
が
行
わ
れ

て
い
な
い
の
で
、
同
法
は
執

行
不
能
の
状
態
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
最
低
投
票
率
の

規
定
が
な
い
、
公
務
員
や
教

育
関
係
者
の
運
動
を
禁
止
し

て
い
る
な
ど
、
問
題
の
多
い

欠
陥
法
で
あ
り
、
い
ま
こ
そ

抜
本
的
見
直
し
が
必
要
で
あ

る
。広

が
る
九
条
の
会

　

九
条
の
会
は
全
国
で
７
４

０
０
を
超
え
た
。
明
文
改
憲

の
動
き
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
た

こ
と
、
世
論
調
査
で
「
９
条

改
憲
反
対
」
が
過
半
数
を
占

め
る
状
況
を
つ
く
っ
た
こ
と

な
ど
は
、
運
動
の
成
果
と
し

て
誇
っ
て
よ
い
こ
と
だ
と
思

う
。

　

し
か
し
、
普
天
間
基
地
移

設
問
題
な
ど
９
条
と
安
保
を

め
ぐ
る
矛
盾
が
、
９
条
の
理

念
を
実
現
す
る
方
向
で
は
解

決
さ
れ
て
い
な
い
。
解
釈
改

憲
の
動
き
も
強
ま
る
こ
と
だ

ろ
う
。

　

従
っ
て
、
今
後
は
９
条
を

守
る
だ
け
で
な
く
、
９
条
を

生
か
し
、
９
条
を
実
現
す
る

方
向
へ
と
、
政
治
や
社
会
を

つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。

に
反
対
し
た
こ
と
。
こ
の
二

つ
が
安
倍
内
閣
退
陣
を
も
た

ら
し
た
。

　

こ
れ
は
改
憲
阻
止
の
動
き

と
し
て
は
象
徴
的
な
意
味
が

あ
る
。
参
院
選
直
後
、
新
聞

は
「
こ
れ
で
明
文
改
憲
は
遠

の
い
た
」
と
書
い
た
。
実
は

１
９
５
５
│
６
年
に
改
憲
の

動
き
が
高
ま
っ
た
と
き
（
く

し
く
も
鳩
山
首
相
の
祖
父
が

旗
振
り
役
を
務
め
た
）、
衆

参
両
院
の
選
挙
で
野
党
が
３

分
の
１
議
席
以
上
を
占
め
、

　

２
０
０
７
年
国
会
で
当
時

の
安
倍
首
相
は
、
改
憲
の
地

な
ら
し
と
し
て
改
憲
手
続
き

法
を
強
引
に
制
定
、
任
期
中

に
明
文
改
憲
を
実
現
す
る
と

公
言
し
、
同
年
夏
の
参
院
選

で
公
約
ト
ッ
プ
に
改
憲
を
掲

げ
た
。

　

と
こ
ろ
が
こ
の
選
挙
で
与

野
党
逆
転
、
自
公
は
少
数
派

に
転
落
し
た
。
国
民
が
構
造

改
革
路
線
に
猛
然
と
反
発
し

た
こ
と
と
、
九
条
の
会
な
ど

が
地
域
に
根
を
張
っ
て
改
憲

表１
許容型 一体型

製　作 △ ○
装着性 ○△ ◎○
装着感 ○ ○△
維　持 ○ △
耐久性 △ ○
清潔感 ○ ○
表２
初　診 口腔診査・印象
再　診 試適・顎位決定
再　診 装　着
再　診 予後観察・調整

国
民
が
改
憲
の
動
き
阻
止

地
域
に
根
張
っ
た
取
り
組
み
奏
功

９
条
実
現
へ
取
り
組
み
を

改
憲
手
続
き
法
は
執
行
不
能

小沢隆一
東京慈恵会医科
大学教授（九条
の会事務局）

①署名付ティッシュ②リーフ③署名　
※協会に連絡いただければ進呈します

患者窓口負担軽減にむけ
３点セットをご活用下さい

日
時　

６
月
13
日
（
日
）
午
前
10
時　

京
阪
「
出
町
柳
」
駅

集
合
（
午
後
２
時
頃
現
地
解
散
）

会
費　

３
５
０
０
円　

精
進
料
理
・
入
山
料
・
ケ
ー
ブ
ル
代
含
む

「
鞍
馬
寺
貫
主
さ
ん
の
講
話
を
聞
き
、新
緑
を
た
の
し

む
」

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
会　

京
都
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

第25回保団連医療研究集会

　「在宅医療・介護」「歯科診療の
研究と工夫」「医科歯科連携した研
究と日常診療の工夫」「医学史・医
療運動史・医療と裁判」などの分科
会を実施します。
※詳細については、協会までお問い
合わせください

分科会・ポスターセッション演題募集中
締め切りは５月末日まで

【日時】10月９日（土）～10日（日）
【会場】東京・都市センターホテル

（プログラム）

日
時　

６
月
５
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
９
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

会
費　

会
員
無
料

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

「
新
規
個
別
指
導
対
策
と
日
常
の
カ
ル
テ
の
書
き
方

注
意
点
」

新
規
個
別
指
導
対
策
講
習
会

９日　９日　18：00～21：40
・記念講演「人は人に癒
される―患者・住民に
喜ばれる医療とは」

　講師・エム　ナマエ氏
　　　　（児童文学者）
・レセプション　など
10日10日　９：00～16：00
・分科会、ポスターセッ
ション、シンポジウ
ム、市民公開企画など

う
政
府
答
弁
を
押
し
通
す
形

で
、
解
釈
改
憲
を
考
え
て
い

る
と
み
ら
れ
る
。

ぜひご協力くださいぜひご協力ください

憲法学者に聞く


